
■江戸時代の「外圧⇒国家統合体制⇒教育制度」図解 ～国家レベルの教育制度は未だ登場せず 

   
                                           外 国 
                                               
                                              ※直接的な侵略圧力はなし 
 
 
                                           ・国内資源で          ・幕府による独占貿易 

ｻｲｸﾙする必要       ・朱子学以外の統合観念(キリシタン)排除 

          ・中国からの独立⇒国家統合(平定)の必要  
 
 
      
 
 
                                                                                           ※幕府委託で貨幣鋳造 
                                                                                                                          統制 
                                                                                               
                                                                                            金貸し                    
                                                                                           （両替商） 
                                                                                              ∥ 
                                                                                           ※私権闘争 
                                                                                            の“抜け道”  
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
                                                                                                  後の財閥 
                                                                                               （三井、住友、鴻池） 
 
                                                                                         
 
 
 
                                                                                             ※当時、世界的に 
                                                                                               高い教育水準を 
                                                                                               実現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                                        ＜幕藩体制＞ 

                                             
 

鎖  国 

 
 
                   
                                    ※「力の序列」による諸藩支配 
  
         “武断政治”             “文治政治”                                               
      武力       規範圧力     法・制度圧力       経済力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳川幕府 
＜国 家＞ 

・旗本八万旗 
 
・「湯武放伐」 
 
軍 事的 臨戦態 勢

の保持 
 
・刃向かう大名は

減封・改易 

 
・朱子学＝国学に

よる幕府正当化 
 
・“武士道”に代わ

る序列規範形成 
 
・幕府の教育機関 
     ∥ 
■昌平坂 

学問所 

・“法度”整備 
 
・庶民へは“高札” 

にて御触れ伝達 
 

・寺請制度 
 
・武家は男子相続 

（＝父系制度） 
 

・三貨制度 
（金貨銀貨銭貨） 
 

・天領直轄 
・700 万石 
・貿易独占(鎖国) 
・経済面での藩締め付け 
     →夫役 
     →参勤交代 
      
      藩財政圧迫 
 
 
貨幣需要△      地域経済発展 
                 ＋ 
              農業技術発展 

豪商 
＜市場＞ 

                                        ◎地域の若者の育成＝みんな課題                      

         ◎藩統合課題                  ◎地域の豊かさ実現 ＝みんな課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         武士＜士＞                     庶民＜農工商＞ 
                         ※「士農工商」は序列曖昧 
                                                  
                                                 ※高い本源性 

 
 

■藩校（←制度） 
・朱子学 
・政 治 
・経 済 

 
■丁稚・奉公 

 
■寺子屋（←自発的） 

          ・読み書き、算盤 
          ・地域の名士が先生を担当 
           →お金よりも役割充足  

■共同体(若者組、若衆宿) 
          ・集団規範教育 

父系制 母系制 

藩（大名） 


